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治水事務所の変遷
　十勝川治水の歴史の中で、治水事業の中核を担った事務所は帯広市内で移転を繰り返しています。明治３０年の河西支庁の創設から昭

和２６年の北海道開発局帯広開発建設部の設置に至るまでの位置関係をまとめたのが下記の図になります。

　なお、十勝川治水のはじまりは、大正１２年の十勝川治水事務所の設置と位置付けられています。
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帯広市中心部の治水関係事務所の位置図
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明治３０年 河西支庁

十勝への入植者増加にともない、明治２

９年十勝派出所を開所。同年北海道では

支庁制をとり十勝総括の礎として河西支

庁を設置。

（現在のよつ葉アリーナ 付近）
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大正１２年 帯広土木事務所

河西土木派出所が帯広土木事務所に名称

変更して移転。西５条南８丁目東側から

西４条南８丁目西側まで。

（現在の帯広第２地方合同庁舎 付近）（現在の帯広第２地方合同庁舎 付近）

昭和１４年 帯広土木現業所

昭和７年に十勝支庁が誕生。同１４年に

は機構改革により、土木、治水、広尾築

港の各事務所が統廃合し帯広土木現業所

へ名称変更。管轄は十勝管内のみに。昭

和２９年大通北１丁目へ移転。

（現在の帯広第２地方合同庁舎 付近）
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昭和２６年 帯広開発建設部

この年、北海道庁から分かれて北海道開

発局が設立。帯広開発建設部の所在地は

現在地である西５条南８丁目。令和元年、

帯広市中心市街地活性化と防災拠点施設

として整備された帯広第２地方合同庁舎

へ入居し、現在に至る。

明治４３年 河西土木派出所

北海道第１期拓殖計画（～昭和元年）の

実施にあたり、河西支庁内に河西土木派

出所が設置。

（現在のよつ葉アリーナ 付近）
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大正１２年 十勝川治水事務所

大正７年策定の十勝川治水計画大綱を受

けて本格的な治水工事に着手するため、

大通南１丁目に十勝川治水事務所を設

置。

（現在のよつ葉アリーナ、国道 38号をはさんだ南側付近）
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昭和 ３年 帯広治水事務所

十勝川治水事務所が帯広治水事務所に名

称変更して現在の西４条南６丁目へ移

転。所長は後に「十勝川治水の父」と呼

ばれる斎藤靜脩。

（現在の北海道労働金庫帯広支店）


